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ASCの現状報告

我妻一博

2011/2/23



概要

• Programのdebag
• 自由度の少ないeLIGOパラメータを用いて確
認した
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Best demodulation and gouy phase
eLIGO parameter A_I A_Q B_I B_Q

Demo: 0 90 0 90
Gouy: 90 90 180 180代表でMax A_I

f1: 24.5MHz
f2: 61MHz
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Sensing Matrix
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前のページで選んだポート 完全に一致！
⇒ LCGTで計算する



Portの選び方

• 選んだ信号が他の信号に比べてドミナントになるよ
うに選ぶ

• Gouy. ABで取る場合、BをmaxにするときにAやそ
の他の信号が弱くなる場所を選ぶ

• Gouy. が同じで、demo.が90度ずれたところにドミ
ナントになる信号がある場合はQを取る

• 同じportから復調位相の違うもの（f1, f2）を選ぶとき
は、Gouy.がABのうちどちらかを選ぶ必要がある点
に注意

• 場合によっては、もっとも影響が大きい信号を最小
にするという条件を使う
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